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「ネヴ ァ河の幻」の変容

『弱い心』から『罪と罰』へ

松　本　賢　一

序

　ドストエフスキイの『罪と罰』（１８６６年）第２部第２章で，主人公ラスコーリニコフがネヴ ァ河

に架かるニコラエフスキイ橋に停む場面は，かつて小林秀雄をして「ホオトレエルの叙情詩の精
　　　　　　　　　　　１）
髄を感ずる」と言わしめたことのある，小説中極めて詩的な，しかしそれゆえに解り難い場面で

ある。この場面に関しては，１８４７年に２６歳の作者によっ て書かれた中篇『弱い心』の結末部分に

おいて，登場人物の一人であるアルカーヂイが，ネヴ ァ河の畔で幻を見る場面に淵源を持ってい

るということがしばしば指摘される。やや厳密な言い方をすれば，『弱い心』で描かれた「ネヴ

ァ河の幻」の場面は，１３年後の１８６０年に『ペテルフルクの夢　　詩と散文による』（以下ｒペテル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
ブルグの夢』と記す）と題されたフェリエトンの中でもう一度繰り返され，更にその６年後，『罪

と罰』の中に取り入れられたのである 。

　確かに，『弱い心』や『ペテルブルグの夢』で描かれた「ネヴ ァ河の幻」と『罪と罰』で描か

れたニコラエフスキイ橋上の場面には似通 ったところが多い。『罪と罰』の９年後に執筆された
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３ｊ
『未成年』においても主人公に同様の経験を語らせていることを考えれば，「ネヴ ァ河の幻」はド

ストエフスキイの好んだモチーフであ ったと言えるだろう 。

　しかしながら，『罪と罰』第２部第２章のこの場面が『弱い心」の似通 った場面を原型にして

いるという指摘は，しはしは指摘のみに留まるか，作品を離れた抽象的な都市論なとに終わ って
　　４）
しまう 。ラスコーリニコフのニコラエフスキイ橋上での体験は，飽くまでも小説『罪と罰』の一

部である。それが『弱い心』に淵源を持つとしても ，『弱い心』で書かれたことが，また，『ペテ

ルブルグの夢』で描かれたことが，『罪と罰』という作品の磁場の中ではどのような変容を蒙 っ

ているのか，『罪と罰』のテーマにどのような関りを持っているのかに言及しなければ，それは

『罪と罰』の中の「ネヴ ァ河の幻」を読んだことにはならない 。

　本稿では，『弱い心』で初めて描かれた「ネヴ ァ河の幻」が，『ペテルブルグの夢』で再び取り

上げられた事の意味を跡付け，その上で，この不思議な体験が殺人者ラスコーリニコフのものと

して『罪と罰』の中に取り入れられることによっ てどのような変容を蒙り ，どのような機能を担

っているのかを考察する。その過程で浮かび上がって来るのは，『罪と罰』の構想段階から，作

者ドストエフスキイがこの作品で表現したかったことのひとつ，すなわち殺人者の心理には如何

なる現象が生じるか，ということに他ならない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６８５）
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１． 『弱い心』における「ネヴ ァ河の幻」

　１８４７年の年末，２６歳のドストエフスキイによっ て執筆され，翌１８４８年の「祖国雑記」１月号に

掲載された『弱い心』は，『白夜』（１８４８）などと同じく ，ペテルブルグという都市に特有のタイ

プ「夢想家」（Ｍｅ冊ａＴｅ皿ｂ）の登場する小説であり ，１８４７年の前半に立て続けに書かれた『ペテル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
ブルグ ・フェリエトン』と深い繋がりを持った作品である 。

　舞台は大晦日から正月にかけてのペテルブルグで，主な登場人物は同じ役所に勤め，ひとつ下

宿に共同生活をしている二人の若い下級官吏，ヴァーシャとアルカーヂイである。ヴ ァーシャは

低い階層から身を起こし，生まれつき身体にハンディキャッ プを持ちながらも ，ただただ自らの

努力によっ て現在の地位にまで昇って来た。彼は極度に内気で，周囲の人々が自分に寄せてくれ

る愛情や親切に対して，自分は何も返礼出来ないでいるということを絶えず気に病んでいる。自

分が幸福になる時には，皆が一緒に幸福になっ てほしいと願うヴ ァーシャは，初期のドストエフ

スキイ作品に頻出するタイプの夢想家のひとりであると言える 。一方，アルカーヂイの方は，感

激屋ではあるが，現実生活というものを冷静に，しっ かりと見据える事の出来る青年として描か

れている。ただしこれは計算局い現実家という意味ではない。アルカーヂイは粗暴でがさつなと

ころこそあるものの，子供じみた茶目っ気を持ち合わし，陽気で善良で，面倒見の良い人物なの

である。性格の上で対照的なこの二人が共同生活を営む上で，自然アルカーヂイはヴ ァーシャの

庇護者のような立場に立っている 。

　大晦日に，ヴ ァーシャはかねてから恋していたリーザという娘とついに婚約する事に成功する 。

幸福の絶頂にあるヴ ァーシャを見て，アルカーヂイもまた心からなる幸福を覚え，二人の前途を

祝福するのだが，ここにひとつ心配事があ った。浄書の得意なヴ ァーシャは上司のユリアン ・マ

スタコーヴィチから時折特別の浄書仕事を頼まれ，その謝礼として臨時収入を得ていたのだが，

３週間則にもノート６冊分の浄書を頼まれていたにも拘らず，リーザとの恋に浮かれて殆と手を

付けていなかった。期限は１月２日 ，翌々日である。ユリアン ・マスタコーヴィチのこれまでの

愛顧を裏切 って，折角手に入れようとしている幸福を自分は台無しにしてしまうかも知れないと

いう不安に取り愚かれたヴ ァーシャは，それでなくとも遅れている浄書仕事にいよいよ手が付か

なくなっ てしまう 。アルカーヂイの制止も聞かず，ユリアン ・マスタコーヴィチ宅に年始に出掛

けたり ，リーサの家を訪問しようとしたりするウァーシャは，果てはインクの付いていないペン

を紙の上に走らせたりするほどに惑乱する。彼の「弱い心」は段々と狂って行き ，遂には，依頼

された仕事を期限通りに終えられなかった為に，自分は兵隊にやられてしまうのだという妄想に

取り懸かれ，役所の同僚たちの見ている前で顛狂院に送られてしまう 。アルカーヂイはユリア

ン・ マスタコーヴィチに，ヴ ァーシャの発狂を「感謝のゆえ」であると説明するが，むしろこの

時期のドストエフスキイが繰り返し描いた悲劇，内面と外面のバランスが取れず，現実生活に適
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
応できない夢想家の悲劇を，ヴ ァーシャもまた演じたのだと言える 。

　親友のヴ ァーシャが顛狂院送りになっ た日 ，勤務を終えたアルカーヂイは，ヴ ァーシャの短い

問の許婚であ ったリーザの住むコロムナに立ち寄り ，その帰途，ネウァ 河の畔で幻を見るのであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６８６）
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る。

（……）アルカーヂイが自宅への道を辿っていた時には，既にす っかり暗くなっ ていた。ネ

ヴァ 河に近付くと彼は，ほんの少しの間立ち止まり ，河に沿って，煙ったような，凍てきっ

てくすんだ遠方へと ，霧がかった空に映え残る，血塗れたような夕映えの最後の赤紫色で不

意に燃え始めた遠方へと突き刺すような視線を投げた。凍結した雪のせいで膨張したネヴ ァ

の果てしない河面の全体が，太陽の最後の照り返しを受けて，幾万とも知れぬ針のような霜

の火花にまぶれた。凍てはマイナス２０度に達しつつあ った。へとへとになるまで駆り立てら

れた馬や走っている人たちの身体からは凍った湯気が立ち昇っていた。凝縮した大気はほん

のちょっとした音にも震えた。そして，両河岸のありとあらゆる屋根からは，まるで巨人の

ように煙の柱が立ち昇り ，冷たい空を途中で縫れたり離れたりしながら上がって行きつつあ

った。それゆえに，新しい建物が古い建物の上に讐え立ち，新しい町が空中に出来上がって

行くかと思われた……そして遂には，この世界全体が，強者も弱者も含めて，住人すべて

共々に，貧者の俺ひ住まいであろうが金殿玉楼　　この世の強者たちの喜ひである金殿玉楼

　　であろうが，そのすべての住居も共々に，この黄昏時には，幻想的で魔法のような幻に ，

夢に似通ったものとなり ，その夢は夢ですぐに消え去り ，藍色の濃くなっ た空の方へと雲散

霧消してしまうかのようであ った。ある奇妙な思いが，哀れなヴ ァーシャの，独りぼっちに

なっ てしまっ たこの友人を訪れた。彼は身震いした。そして彼の 。し・は恰かもこの瞬問に菱丸い

血潮の泉に満たされたかのようであ った。それはある力強い，だがそれまで彼の知らなか っ

た感覚の高揚の為に不意に涌き立った血潮であ った。彼は恰かも今この時になっ て漸く ，こ

の胸騒ぎの一切を理解し，彼の可哀想な，自らの幸福に耐えることが出来なかったヴ ァーシ

ャがなぜ発狂したのかを知 った。彼の唇は震え始め，双眸は燃え上がった。彼は蒼槌めた ，

そしてこの瞬問にある新しいことを洞察したかのようであ った……

彼は退屈で陰気になり ，持ち前の陽気さをす っかり失 ってしまっ た。（……）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜２－４７～４８＞

　ピ ョートル大帝の欧化政策によっ て沼沢地の上に人工的に建設された都市ペテルブルグの幻想

性， いつかはこの壮麗な都市も幻のように消え去ってしまうのではないかといっ た存在感の希薄

さ， 等々の言葉でこの一節は説明することも可能であろう 。しかしながら，この一節が夢想家を

扱っ た小説『弱い心』の結末部分である事の意義を考えるならば，ここで読み落としてはならな

いのは，夢想家ヴ ァーシャとアルカーヂイの相違なのである 。

　しばしば誤解されることだが，ネヴ ァ河で幻を見たとはいえ，アルカーヂイは決して夢想家で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
はない。このことは作品の中でも明言されている。またアルカーヂイは，親友を見舞った悲劇を

ことなく収める為に，次から次へと現実的な善後策を考え出している。彼は現実生活への不適応

者などではなく ，むしろ柔軟な生活者なのである。ヴ ァーシャを失ったアルカーヂイの眼に，た

とえ幻の空中都市が映ったとしても ，この世の全体がやがては空中に雲散霧消してしまうように

思えたとしても ，それは一時のことである。彼はこのような幻視をもたらすペテルブルグという

都市の魔力が，ヴ ァーシャのような「弱い心」の持ち主にどういう作用を及ぼすかを知り ，この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６８７）
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都市ゆえに自分の心の中に生じている「胸騒き」を「理解」（ｍｍＭａ．ｂ）する。彼はこのネウァ

河の幻に目眩まされているのではなく ，むしろ逆にこの幻を通じて「ある新しい事」を「洞察」

（ｎｐ０３ｐｅ冊）したのである。外なるものと内なるものが均衡を保ち得ず，「本当の，現実の世界に

おけるあらゆる技術，あらゆる感覚を失 った」（ｒ白夜』の主人公の言葉＜２－１１８＞）夢想家を産み ，

破滅へと導くものの正体を，この時のアルカーヂイはネヴ ァ河の幻の中に発見したと言える。そ

の結果として性格が一変し，「退屈で陰気になり ，持ち前の陽気さをす っかり失 ってしまっ た」

としても ，そのことはアルカーヂイ自身が夢想家になっ た事を意味してはいない。「ネヴ ァ河の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
幻」を契機として，アルカーヂイは夢想家ヴ ァーシャとは全く違った道を歩み始めるのである 。

２． 『ペテルブルグの夢』における「ネヴ ァ河の幻」

　『弱い心』でアルカーヂイが見た「ネヴ ァ河の幻」は，１３年後，シベリア流刑から帰ったドス

トエフスキイが兄と共に発行した雑誌「時代」の創刊号に掲載されたフェリエトン『ペテルブル

グの夢』の中でほぼそのままの形で使用された。このフェリエトンは元々ハ．ハ．ミナーエフに依

頼されたものであ ったが，出来上がった原稿がドストエフスキイの気に入らず，文中に挿入され

ている詩の部分のみミナーエフのものを残して，散文部分だけをドストエフスキイ自身が倉皇の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
うちに書き下ろしたものである，という 。その内容は，フェリエトンの性質上，多岐にわた って

いるが，「ネヴ ァ河の幻」の前後に限って言えば，ドストエフスキイ自身の伝記的要素が極めて

濃い。処女作『貧しき人々』製作に取り掛かる以前の，シラーやホフマンに夢中になっ ていた自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
分の，いわば「夢想家」時代とその終焉を，彼はここで振り返っていると言えよう 。

（……）今でも覚えているが，ある冬，１月の夕刻に私は，ヴィボルグ区から自宅に向か っ

て急いでいた。当時私はまだ実に若かった。ネヴ ァ河に近付くと私は，ほんの少しの間立ち

止まり ，河に沿って，煙ったような，凍てきっ てくすんだ遠方へ，露深い空に映え残る ，夕

映えの最後の赤紫色で不意に燃え始めた遠方へと突き刺すような視線を投げた。凍結した雪

のせいで膨張したネヴ ァの果てしない河面の全体が，太陽の最後の照り返しを受けて，幾万

とも知れぬ針のような霜の火花にまぶれた。凍てはマイナス２０度に達しつつあ った……疲れ

た馬や走っている人たちの身体からは凍った湯気が立ち昇っていた。凝縮した大気はほんの

ちょっとした音にも震えた。そして，両河岸のありとあらゆる屋根からは，まるで巨人のよ

うに煙の柱が立ち昇り ，冷たい空を途中で纏れたり離れたりしながら上がって行きつつあ っ

た。 それゆえに，新しい建物が古い建物の上に聾え立ち，新しい町が空中に出来上がって行

くかと思われた……そして遂には，この世界全体が，強者も弱者も含めて，住人すべて共々

に， 貧者の俺び住まいであろうが金殿玉楼であろうが，そのすべての住居も共々に，この黄

昏時には，幻想的で魔法のような幻に，夢に似通ったものとなり ，その夢は夢ですぐに消え

去り ，藍色の濃くなっ た空の方へと雲散霧消してしまうかのようであ った。ある奇妙な考え

が私の中で頭をもたげた。私は身震いした。そして私の心は恰かもこの瞬間に熱い血潮の泉

に満たされたかのようであ った。それは強大な，しかしそれまで私の知らなかった感覚の高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６８８）
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揚の為に不意に涌き立った血潮であ った。私は恰かもこの瞬問に，それまで私の中でただ姦

くばかりでまだその意味を理解出来なかった何かを理解したかのようであ った。ある新しい

何か，私には未知で，何かある不明瞭な聴覚で，何かある神秘的な印によっ てそれと知れて

いた新しい世界を洞察したかのようであ った 。

　　まさ
私は正しくあの瞬問から私の存在が始まっ たのだと考えている ・…　（……）＜１９－６９＞

　『ペテルブルグの夢』のこの一節が『弱い心』における「ネヴ ァ河の幻」を引き写したもので

ある事は，両者を比較すれば一目瞭然であろう 。単に同じモチーフを繰り返し使ったという程度

のものではない。王語の「彼」（アルカーヂイ）を「私」に，つまりは三人称叙述から一人称叙述

に置き換え（従ってこの王語を指す代名詞や，動詞の語尾なとには異動が生じる），若干の修飾語をほほ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１〕
同義の言葉に置き換えただけで，後は全く同じ文章なのである。記憶に頼って書いたという可能

性も無くはないが，このように完全なテキストの一致を実現する為には，このフェリエトンを執

筆する際に，ドストエフスキイが若き日の旧作『弱い心』を座右に置き ，これを参照しながら書
　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
いたのだと推測するのが至当であろう 。１３年の時をおいて，王語のみを変えた全く同じ文章を別

作品の中で反復し，それを公けにするというのは，作家として尋常の行為ではない 。

　ここで注意しなければならないのは，冬の夕刻のネヴ ァ河畔で幻視される，空中へ雲散霧消す

る都市の描かれ方が全く同じであるように，「ネヴ ァ河の幻」を見たアルカーヂイと「私」の心

に同様の変化が生じているということ ，否，同様の変化が生じているように描かれている（引用

文中枠で囲んだ部分）ことである。夢想家ウァーシャを発狂させたペテルフルクという都市の一種

の魔力を，そしてそれを感じ取っている自身の「胸騒ぎ」のよっ て来るところを「理解」し ，

「ある新しい事」を「洞察」したアルカーヂイの体験は，『ペテルブルグの夢』では「私」による

「それまで私の中でただ議くばかりでまだその意味を理解出来なかった何か」の「理解」，「ある

新しい何か，私には未知で，何かある不明瞭な聴覚で，何かある神秘的な印によっ てそれと知れ

ていた新しい世界」の「洞察」として描き直されているのである。ここで「それまで私の中でた

だ姦くばかりでまだその意味を理解出来なかった何か」が，アルカーヂイの「理解」した「胸騒

ぎ」をより詳しく説明したものだと考えるならば，「私」の洞察した「新しい世界」とは，アル

カーヂイの「洞察」した「ある新しいもの」と同一のものだと言い得るだろう 。いわば「ネヴ ァ

河の幻」を前にして，アルカーヂイと「私」はその「理解」と「洞察」を同じくしているのであ

る。

　先に述べたように，『ペテルブルグの夢』の「私」が語る一連の昔語りには，作者自身の伝記

的要素が濃く ，特にこの「ネヴ ァ河の幻」の周辺は，彼が作家として新たな題材と手法を獲得し

て行く時期の経験として書かれている。そのことだけを理由に作者ドストエフスキイ自身と語り

手の「私」を同一視することにはもちろん危険が伴うが，このフェリエトンを書いた時のドスト

エフスキイが，１３年前，アルカーヂイの体験として『弱い心』の中に定着させた「ネヴ ァ河の

幻」を，同じテキストを再利用して若き日の自身の体験として描き直したのだという掲則はあな

がち無理なものとは言えないだろう 。あの時，心弱い夢想家の友人ヴ ァーシャとは一線を画し ，

「ネヴ ァ河の幻」に，ペテルブルグという都市のあやかしに惑わされることなく ，新しい世界を

洞察し得たアルカーチイとは，実はこの自分の事だ ったのだ　　『ペテルフルクの夢』の中で ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６８９）
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ドストエフスキイはこう告白しているのである。この告白は，読者に対する単なる種明かしでは

ない。流刑地シベリアからようやく帰京し，再び本格的に作家活動を開始しようとするその出発

点で，兄と共に発行する雑誌の創刊号を好箇の場所として行われた，作家として拠って立つべき

地盤の確認作業でもそれはあ った。上の引用文中最後の「私は正しくあの瞬間から私の存在が始

まっ たのだと考えている」という言葉には，ドストエフスキイの並々ならぬ自負が隠されている 。

そしてその自負の裏打ちとなっ ているのが，かつて，作家としての出発点で，「新しい何か」 ，

「新しい世界」を自分は「理解」し，「洞察」し得たのだという思いなのである 。

３． 『罪と罰』における「ネヴァ 河の幻」の変容

　１８６５年の夏から秋に構想され，１８６６年の１年間「ロシア報知」誌上に掲載された『罪と罰』の

主人公ラスコーリニコフにも ，ドストエフスキイは「ネヴ ァ河の幻」を体験させた。しかし『ペ

テルフルクの夢』を書いた時に用いた手法　　古いテキストの再利用　　を彼はもはや用いては

いない。背景となる季節も冬から夏に変わっている 。

　犯行の翌日 ，友人のラズーミヒンを訪問した帰り道で，ラスコーリニコフはニコラエフスキイ

橋にさしかかり ，馬車に弊かれそうになっ た。 その貧しい風体のゆえに当たり屋と間違えられた

ラスコーリニコフは鞭で打たれ，これを見ていて同情した母娘連れから２０コペイカを恵まれる 。

（…… ）彼は手に２０コペイカ玉を握り締め，１０歩ほど進むと顔をネヴ ァ河の方へ，宮殿の方

向へと向けた。空には極く小さな雲も無く ，水はネヴ ァ河には実に珍しいことに殆ど青色を

していた。礼拝堂まで２０歩ほども歩けば足りる橋上のこの場所から眺める時，その輸郭が最

もくっきりと見える寺院の円屋根は，ひときわ光り ，澄んだ空気を通してその飾りの一つ一

つさえもが見てとることが出来た。鞭の痛みは治まっ ていたし，それにラスコーリニコフも

打たれたことは忘れてしまっ ていた。ある不安な　そして完全には明瞭でない考えが，今 ，

専ら彼の心を占めていた。彼は立ったまま遠方を長いことじっと見ていた。この場所は彼に

は特に馴染みがあ った。彼が大学に通っていた頃によく ，恐らくは百回ほどもあ ったことだ

が　　帰宅の途中であることが最も多かった　　他ならぬこの場所に立ち止まり ，このまこ

とに壮麗なパノラマにじっと目を凝らしては，彼はその都度自分の受けるぼんやりとした解

き難い印象に驚きに近いものを覚えたものであ った。この壮麗なパノラマからは，説明し難

い冷気が彼にいつも吹き付けて来るのだ った。彼にとっ てこの豪華な光景は，唖で聾の霊で

満ち満ちていた……彼は毎度毎度自分の陰気で謎めいた印象に一驚し，この印象の謎解きを ，

自分がそれを解けるだろうとは思わぬままに，将来へと先延はししていたのだ った。今不意

にはっきりと ，これらの自分の疑問や不審を思い出し，今それらについて自分カ淑い出した

のは偶然ではなかったという気がした。自分が以前と同じように同じ場所に立ち止まっ たと

いうこと ，そして恰かも ，自分が以前と同じように今も同じことを考えることが出来　つい

最近まで興味を持っていたのと同じ，以前のテーマや情景に興味を持つことが出来るのだな

どと本当に思ったのだということ　　そのことだけをとっ ても ，彼には奇妙で不思議なこと

（６９０）
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に思われたのである。滑稽にさえ感じるところであ ったが，それと同時に彼は痛いほど胸が

締め付けられた。下の方のどこか深いところに，足の下の漸く見えるところに，今，彼には

見えるように思われた，以前の過ぎ去ったことの一切合財が，以前の課題も ，以前のテーマ

も， 以前の印象も ，このパノラマの全体も ，彼自身も ，何もかも ，何もかも……彼には白分

がどこか上の方へと飛んで行きつつあり ，そして何もかもが，彼の眼には，消えて行きつつ

あるような気がした……思わず片手を動かして，彼は不意に自分の拳の中に握り締めた２０コ

ペイカ玉を感じた。彼は手を開き ，じっとその金を見，腕を大きく振って金を水の中に投げ

た。 それから踵を返して家路についた。この瞬問自分自身を，すべての人，すべての事から ，

われから鋏で切り離したように，彼には思われた。（……）＜６－８９～９０＞

　季節の相違，河岸にいるか，橋上にいるかという場所の相違などは見られるものの，また ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）「説明し難い冷気」，「唖で聾の霊」などといっ た特異な言い回しこそあるものの，この場面が

『弱い心』や『ペテルブルグの夢』の「ネヴ ァ河の幻」と極めて似通 ったものを持 っている事は

否めないだろう 。特に町というもの，風景というものの存在感が大きな揺らきを見せている占‘な

どは著しい相似を見せていると言える。しかしながら，この場面は，先行する二つの「ネヴ ァ河

の幻」とは全く異なる事を書いているのである 。

　この一節では，ラズーミヒンを訪れた帰途，御者に鞭打たれ，２０コペイカを恵まれたばかりの

ラスコーリニコフについての記述の中に，以前，まだ大学生であ った頃の，そしてまだ殺人を犯

していない頃のラスコーリニコフについての記述が襖のように打ち込まれていることに注意しな

ければならない。大学生であ った頃のラスコーリニコフはワ大学からの帰途，このニコラエフス

キイ橋の上で什み，そこから眺められる「壮麗なパノラマ」に目を凝らす事を習慣としていた 。

その頃の彼は「自分がどこか上の方へ」飛んでいくような感覚を覚えたわけではなか った。ただ

「ぼんやりとした解き難い印象」を，「陰気で謎めいた印象」を受けていただけなのである 。ラス

コーリニコフは，そういっ た印象の謎解きを「自分がそれを解けるだろうとは思わぬままに，将

来へと先延ぱししていた」。「百回ほとも」この橋の上に什み，その度に自分の受ける印象に一驚

しながらも ，その印象が掛ける謎を解く事を先へ先へと延ばして来たラスコーリニコフは，遂に

その謎を解く事もないままに大学をやめ，金貸しの老婆アリ ョーナとその義妹リザヴェータを殺

害し，強盗をはたらいてしまっ た。 友人のラズーミヒンの下宿から帰宅する途中，馴染みのニコ

ラエフスキイ橋の上に什んだラスコーリニコフは「ある不安な，そして完全には明瞭でない考

え」によっ て心を占められる。その「考え」が，「ぼんやりとした解き難い印象」や「陰気で謎

めいた印象」を指しているのでないことは言うまでもない。「ある不安な，そして完全には明瞭

でない考え」を説明的に受けているのは，犯行以前のラスコーリニコフの習慣を描く為に襖状に

打ち込まれた叙述の直後に続く部分，すなわち「自分が以前と同じように同じ場所に立ち止まっ

たということ ，そして恰かも ，自分が以前と同じように今も同じことを考えることが出来，つい

最近まで興味を持っていたのと同じ，以前のテーマや情景に興味を持つことが出来るのだなどと

本当に思ったのだということ　　そのことだけをとっ ても ，彼には奇妙で不思議なことに思われ

たのである」という部分なのである。そしてここで強調される「以前」と「今」は，犯行の

「前」と「後」に他ならない。人を殺す以前に自分が受けていた「ぼんやりとした解き難い印象」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６９１）
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や「陰気で謎めいた印象」は，既に殺人者となっ たラスコーリニコフにとっ て無縁のものとなっ

た。 たとえ同じニコラェフスキイ橋の上に什んでみても ，今のラスコーリニコフはｒ以前と同じ

ように」ものを考えることが出来ないし，かつて興味を持つことの出来た「以前のテーマや情

景」に興味を持つことも出来ない。犯行によっ て， 人を殺したというその事実によっ て， ラスコ

ーリニコフは全く別人になっ ているからである。「ぼんやりとした解き難い印象」や「陰気で謎

めいた印象」の謎を解く機会をラスコーリニコフは永久に失ってしまっ た。「ネヴァ 河の幻」に

よっ て自らが得た「何か新しいもの」，「新しい世界」の「理解」や「洞察」を『弱い心』のアル

カーヂイに与えたドストエフスキイは，殺人者ラスコーリニコフには遂にこれを与えなかったと

言える。そしてこの「理解」や「洞察」を欠いているということこそが，『弱い心』や『ペテル

ブルグの夢』における「ネヴ ァ河の幻」と『罪と罰』における「ネヴ ァ河の幻」との決定的な相

違なのである 。

　確かにラスコーリニコフは，アルカーヂイや『ペテルブルグの夢』の「私」とよく似た幻視体

験をしている。だが，この幻視体験にしても ，先行する二者と『罪と罰』のそれでは，実は正反

対のことが描かれていることに注意しなければならない。『弱い心』及び『ペテルブルグの夢』

では，風景が，都市が，そして世界が上へ上へと昇って行き，やがては消えて行くのに対して ，

『罪と罰』においては，上へ昇って行くのはラスコーリニコフ自身であり ，ｒパノラマ」は犯行以

前の彼や彼にまつわるすべてのことと一緒に「下の方のどこか深いところ」，「足の下の漸く見え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
るところ」へと消えて行く 。雲散霧消して行くのは世界ではなく ，ラスコーリニコフの方である 。

いわば，『弱い心』や『ペテルブルグの夢』では世界の存在感が希薄であるのに対して，『罪と

罰』の「ネヴ ァ河の幻」ではラスコーリニコフの存在感が希薄なのである 。

　ニコラエフスキイ橋の上に什む習慣を持ち，そこから眺められる「壮麗なパノラマ」が醸し出

す印象の謎を解く機会があ ったにも拘らず，それを先延ばしにしているうちに，犯行に及んでし

まっ たラスコーリニコフには，もはや目の前のパノラマも ，かつての自分も ，かつての自分が心

を捉われていたものも ，すべてが今の自分とは縁の無い遠い世界のことに感じられる。乞食のよ

うな風体の自分を哀れんでくれた母娘連れが「キリスト様の為に」と恵んでくれた２０コペイカ玉

を「じっと」見，「腕を大きく振って」ネヴ ァ河に投げ込む彼の行為は，この断絶感を積極的に

引き受けようとする意志の現れであると読むことが出来よう 。殺人によっ て捉われた，自分と世

界との間の断絶感を抱えたままで，彼は以後の人生を生きて行こうとするのである。「この瞬間

自分自身を，すべての人，すべての事から，われから鋏で切り離したように，彼には思われた」

　　以後，『罪と罰』は，人を殺し，この世のすべてとの縁を絶ち切 ったラスコーリニコフの孤
　　　　　　　　　１５）
独な闘争を描いて行く 。

　殺人者ラスコーリニコフを襲った断絶感が，「ネヴ ァ河の幻」によっ て「ある新しいもの」 ，

「新しい世界」を「洞察」し得たアルカーヂイや「私」を襲うことが無いのは言うまでも無いこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）
とである。「理解」も「洞察」も無いままに自らの「忌まわしい夢想」を現実に移し，殺人を犯

してしまっ たラスコーリニコフは，『弱い心』で言えば，同じネヴ ァ河を眺めてはいても ，アル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
カーヂイではなく ，むしろ夢想家ヴ ァーシャの血縁であると言える。「すべての人，すべての事」

との結び付き無しに送られるラスコーリニコフの今後の人生は，顛狂院で朽ち果てるヴ ァーシャ

のそれと大差が無いのである。だが，ドストエフスキイは，ヴ ァーシャには与えなかった救済の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６９２）
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道をラスコーリニコフには用意していた。それがどのような救済であ ったか，また，それが本当

にラスコーリニコフを救済出来るのか　　これらは既に本論のテーマではないと言えよう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後　　注

１）　『「罪と罰について」Ｉ』（新訂　小林秀雄全集，第６巻，新潮社，１９７８年，５５頁）

２）元来新聞の雑報欄を意味した「フェリエトン」（車ｅ皿ちｅＴ０Ｈ，ｆｅｕ１１１ｅｔｏｎ）は，トストエフスキイが文

　壇にデヴユーした１８４０年代の半ばには，ロシアでは文学作品の一ジャンルとして既に認知されていた 。

　時の話題を随意に取り入れた，町を散策するフェリエトン作家の機知に富んだ自由なおしゃべりとい

　う形式は，ドストエフスキイのみならず，彼と同世代の作家たちの多くが「その門を通 って来た学

　校」（１Ｏ．ｒ．オクスマン）であ った。特にドストエフスキイはこの形式に愛着を示し，１８４７年の４月

　から６月にかけて『ペテルブルグ年代記』と題された５編のフェリエトンを「サンクト ・ペテルブル

　グ報知」に連載している。ドストエフスキイの創作活動においてこのフェリエトンというジャンルが

　果たしている役割については，Ｂ ．皿．コマローヴィチ著，中村健之介訳『ドストエフスキーの青春』

　（みすず書房，１９７８年）所収の論文『ドストエフスキーのペテルブルク ・フェリエトン』に詳しい 。

３）　¢ＭｌＡｏｃＴ０ｅＢｃＫ亙抗ｎ０ＪＩＨ０ｅｃｏ６ｐａＨ〃ｅｃ０Ｈ〃ＨｅＨ胚坊Ｂ３０ －Ｔ〃ＴＴ ，Ｊ ，１９７２ －１９９０，Ｔ１３，ｃ１１３

　尚，以下ドストエフスキイからの引用はすべてこのアカデミー版全集によるものとし，本文中の

　＜　＞内に巻数と頁数のみを示すこととする 。

　　中村健之介氏は，『弱い心』と『ペテルブルグの夢』における「ネヴ ァ河の幻」を，『罪と罰』では

　なく ，『未成年』に直結させ「若い日に得られた考えはなんと長く生きることか。そのことは，感覚

　的実体として洞察が得られたという強みだけではなく ，それが作家の裡に下ろしていっ た根の広がり

　と深さをも物語っている」と述べている。（中村健之介著『ドストエフスキー・ 作家の誕生』みすず

　書房，１９７９年，１１７頁）。

４）ここではその例外としてＢ．ａ．キルポーチンの見解を紹介しておく 。彼は『罪と罰』の問題の箇所

　を『弱い心』と『ペテルブルグの夢』における「ネヴ ァ河の幻」に関連付け，『弱い心』のアルカー

　ヂイがこの幻視の後ユートピア社会主義に身を投じるであろうと断じ，一方でラスコーリニコフは ，

　アルカーヂイが見たのと同じ幻を眼前にしながら，アルカーヂイが信じたものに対する信仰の喪失 ，

　幻滅を感じているのだとした。筆者が目にした範囲では，「ネヴ ァ河の幻」を媒介とする『弱い心』

　と『罪と罰』の関係についての，聞くべきところの多い，最も深い意見である。しかしながら，キル

　ポーチンは！８６０年代前半の高揚した学生運動からの特異な脱落者としてラスコーリニコフを捉えよう

　としており ，この基本的な見解に固執するあまり ，『弱い心』と『罪と罰』で描かれた二つの「ネヴ

　ァ 河の幻」の相違占に目をつぶ ってしまっ ていると言える 。（Ｂ且Ｋ〃ｐｎ０丁朋〃３６ｐａＨ肚Ｉｅ

　ｐａ６０ＴｂＩ　Ｂ　Ｔｐｅｘ　Ｔ０Ｍａｘ，Ｔ ．３ ，ｃ ．４３－ ４７，Ｍ
．，

１９７８）

５）『弱い心』は，雑誌の新年号に掲載されることを考慮して大晦日から新年を時間的背景としている

　点，冒頭で「自然派」の作家たちの手法を軽妙に皮肉 っている点などで，既にフェリエトンの特長を

　備えた作品であるが，それ以上に，『ペテルブルグ ・フェリエトン』に登場した好色で強欲な５０男ユ

　リアン ・マスタコーヴィチが測青溢れる上司として再登場して来ることによっ て， この小説のフェリ

　エトン的出自は一層強調される仕組みになっ ている。詳細はコマローヴィチ前掲論文を参照 。

６）言うまでもなく ，ドストエフスキイ自身が夢想家的な気質を持った人問であ ったが，夢想家の登場

　する一連の小説を書いていた頃の彼は，夢想家の生活に対する批判的な視点を既に獲得していた 。

　『白夜』（１８４８）の主人公である夢想家の「私」は，自身の夢想生活の破綻を予想する言葉を口にして

　いるが＜２－１１８～１１９＞，これなどもドストエフスキイ自身の偽らざる告白であると見ることが出来

　よう 。また，１８４７年１月から２月にかけて書かれた兄ミハイル宛ての手紙には，彼が夢想家というタ

　イプについてかなり客観的な考察をしていたことを示す次のような一節がある。「（……）外なるもの

　は内なるものと均衡が取れていなくてはなりません。もしそうでなくて，外面的な現象を欠くならば ，

（６９３）
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　内なるものは余りにも危険な優位を占めるでしょう 。神経と幻想が存在の極めて多くの場所を占める

　ことになるでしょう 。ありとあらゆる外面的な現象が，不慣れな為に巨大なものに思われ，何か脅か

　しているように思われるでしょう 。生活を恐れ出すことになるでしょう（……）」＜２８．１－１３８＞

　（圏点は原文でイタリッ ク）。

７）「（……）アルカー ヂイ ・イウァーノヴィチは総じて話をすることが苦手であ ったが，夢想する

　（ＭｅＨＴａＴｂ）なとということも全く好きではなかったのである（　）」＜２－２９＞

８）後注４）で述べたように，Ｂ．ａ．キルポーチンは，アルカーヂイが「ネヴ ァ河の幻」を体験した後 ，

　ユートピア社会主義に接近して行くのだと主張している。だが，少なくとも『弱い心』という小説の

　枠内には（むろん検閲への配慮ということもあるが），そのようなことを暗示する言葉は存在しない 。

　後述するように，アルカーヂイの体験する「ネヴ ァ河の幻」が，作者ドストエフスキイの体験をその

　まま描いたものであることはほぼ疑いを容れないとしても ，そのことのみによっ て， アルカーヂイが

　若きドストエフスキイと同じくユートピア社会主義者になるであろうと指則することには無理があろ

　う 。

９）　この問の事情については，Ｈ．Ｈ．ストラーホフの証言がある 。＜１９－２６２～２６３＞

１０）『ペテルブルグの夢』の中で「私」は，「ネヴ ァ河の幻」体験を語った後，シラーやホフマンに夢中

　になっ ていた自分の「アマーリヤ」という娘との恋と失恋，下級官吏を題材とするゴーゴリ的な作風

　への開眼，そして『貧しき人々』の人物像の発見を順を追って述べている。『ペテルブルグの夢』の

　この部分の解釈については，次の拙論を参照されたい。『「分身」の告白小説的性格とその展開』（大

　阪外国語大学ロシア語研究室発行「ロシア ・ソビエト研究」第１５号，１９８９年）

１１）　『弱い心』と『ペテルブルグの夢』の「ネヴ ァ河の幻」が同じものであるという指摘は数多いが ，

　両者がほぼ同じ文章で書かれているということを明確に指摘しているのは，私見の限りでは中村健之

　介氏のみである（則掲書，１１５頁）。 並べてみれは誰にも解ることをあらためて指摘することはあるま

　いとの考えからであろうが，同じ文章を二つの異なる作品で用いるということの異様さは，そのよう

　な不徹底さによっ て覆い隠されてしまうのである 。尚，本論中の引用部分は筆者によるロシア語から

　の試訳であるが，ふたつの「ネヴ ァ河の幻」の文章が同じになるように訳したわけではない。日本語

　での一致は，原文のロシア語が一致していることを示している。参考までに，引用文２行目の「ネヴ

　ァ 河に近付くと……」から「雲散霧消してしまうかのようであ った」までのテキスト中，主語の変更

　によるのではない異同を以下に並記しておく 。

『弱い心』 『ペテルブフレグの夢』

・Ｍ＝皿町Ｔｙ（ほんの少しの問） ・Ｍ畑ｙＴＫｙ（ほんの少しの問）

・Ｋｐ０ＢａＢ０首（血塗れたような） ・なし

・Ｍｍ見ＨＯＭ（鵠がか った） ・Ｍｒ■〃ＣＴＯＭ（霧深い）

・３ａｒＨａ冊＝ｂＩｘＨａｃＭ＝ｅｐＴｂ（へとへとになるま ・ｙＣ・ａ皿ｂ・Ｘ（疲れた）

で馬区り立てられた）

○０ＴｐａＡｏ並ｃｍｂＨｂＩｘＭ〃＝ｐａｃｅｒｏ（この世の強 ・なし

者たちの喜びである）

１２）１８５９年１０月９日付兄ミハイル宛書簡の中で，ドストエフスキイは自分の作晶集を刊行するという計

　画を述べている＜２８．１－３４９＞。彼がこの手紙の中で事細かに書いている作品集の構成案の中には ，

　どういうわけか『弱い心』は含まれていないが，この時期のドストエフスキイが白分の旧作に手を入

　れる為に，かつての作晶を手近に起き ，もう一度目を通していたということは十分考えられる 。

１３）　この「唖で卑の霊」について，江川卓氏はこの言葉が「ロシアを統べる皇帝 ・教会権力のシンボル

　めいた風景への，若きラスコーリニコフの異和感，無言の抗議」を表していると同時に，マタイ福音

　書やルカ福音書に登場する「悪鬼」，「汚れた霊」と同じものだとした上で，「つまり ，ラスコーリニ

　コフが眺めた「壮麗なパノラマ」は，実は地獄の景観そのものであり ，作者の意識ないし意識下のど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６９４）
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こかには，まぎれもない「ペテルブルグ＝地獄」説がひそめられていたことになるわけなのだ」と述

べている（江川卓著『謎解き「罪と罰」』，新潮社，１９８６年，９１～９２頁）。 だが，『罪と罰』がまだ一人

称叙述の「中編」として構想されていた時期に書かれた創作ノートの次のような記述に，江川氏の解

釈は合致しない 。

（・…・・）この場所にはすべてのものを滅ぼし，すべてのものの命を奪い，すべてのものをゼロに

化してしまうある特性がある。そしてこの特性というのは，この風景の著しい冷たさであり ，死

の気配なのだ。全く説明の付かない冷気が，この風景からは吹き付けて来る。唖と沈黙の霊によ

って，「唖で聾の」霊がこのパノラマ全体にあふれている。うまく言い表せないのだが，ここに

あるのは死の気配ですらない。なぜなら死ぬことの出来るものは，かつて生きていたものだけだ

からだ。だがここでは，僕の印象は抽象的だとか，頭でこしらえたものだとか，作り上げたもの

だとかいうものでは全くなく ，完全に直接的なものであ ったと僕には解る。僕はヴェネッィアも

金角湾も見たことはないが，そういっ た場所ではもうとっくの昔に生命が死に絶えているのであ

ろう 。石は依然として語り ，依然として今に至るまで「泣き喚いて」いるにしても 。（……）

＜７－３９～４０＞

　　言わんとするところの不明瞭な，解釈し辛い文章であるが，ラスコーリニコフが眼前のパノラマか

　ら感じ取っていたのは，「権力」や「地獄」などではなく ，「かつて生きていたもの」の死ですらない

　死の気配，いわば絶対的な死の冷たさなのである。そしてこの死の気配は，かつて文明の中心地であ

　っ た土地や「石」と共に表象されている点で，後にイヴァン ・カラマーゾフが体現するところの復活

　を伴わない不毛の死を連想させるものである 。「石」によっ て象徴されるイヴ ァン ・カラマー ゾフの

　不毛の死のイメージについては次の拙論を参照されたい。『アリョーシャ ・カラマーゾフの死と復活』

　（ロシア ・ソヴェート文学研究会発行「むうざ」，第５号，第６号，１９８７年）

１４）「都市の浮遊」が「ラスコーリニコフの浮遊」に転換されて行く過程は，創作ノートに克明に見て

　取ることが出来る 。１８６５年８月から１０月の「中篇」時代の草稿では，該当する場所は次のように描か

　れていた 。

（……）さて今この時に僕が習慣のせいで立ち止まると，半時間前にラズーミヒンのところで僕

の胸をふたいだのと同じ苦痛に満ちた感覚が，全く同じ感覚が不意にここでも僕の心を締め付け

た。 なぜなら僕には不意にこう思われたからだ。自分はもうこれから，ここであろうがどこであ

ろうが立ち止まる理由はない，この風景がどんな印象を産み出そうと ，僕にはどうでもよいこと

ではないのか，今や僕には全く別の事柄があ って，こういっ たことどものすべて，ああいっ た以

前の感覚や興味や人々などすべての事柄は，まるで別の惑星にあるかのように，僕から遠く離れ

てしまっ ているのだ，と 。（……）＜７－４０＞

　この段階ではラスコーリニコフが地上にいるのに対して，「すべての事柄」は，「別の惑星」にある 。

『罪と罰』が「中篇」から「長編」へと拡大されて以後の創作ノートではこの位置関係が逆転し，現

行のテキストにはるかに近い形となる 。

（　　）だが（以前の印象を　　松本）思い出すや，僕は僕が同じ場所に立っているというその

ことさえもが奇妙に思われた。どこか下の方の際限も無い深いところ，僕の足の下に，僕にはす

べてが見えるように思われた，このパノラマも ，以前の印象も ，現在も ，過去の一切も ，何もか

も， 何もかも 。僕はどこか上の方へと飛び去りつつあり ，何もかもが僕の眼の中で消えて行くよ

うな気がした。（……）＜７－１２５＞

（６９５）
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１５）　ラスコーリニコフが人類との断絶感を積極的に我が身に引き受けようとするこの場面を表現する為

　に，ドストエフスキイは文字通り彫心鎮骨の苦心をしている。１８６５年８月から１０月の「中篇」時代の

　創作ノートでは，この場面は次のように描かれていた 。

（…… ）欄干の上に身を屈めて立っていた僕は，手の内に施された硬貨を感じた。僕は手を開き ，

注意深く硬貨を眺めて，そしてそれから水の中に落とした。（……）＜７－４０＞

　「それから水の中に落とした」の部分には，「完全に意識して落とした」，「何をしているか，完全に

覚えながらではあるが」 ，「投げた」，「投げ落とした」といっ た異文が用意されていた 。

　同じ場面が，１８６５年１０月から１１月の創作ノートでは次のようにより詳しい描写に変えられている 。

（…… ）片手を動かしてみて，僕は不意に自分の拳の中に握り締めた２０コペイカ銀貨を感じた 。

僕は手を開き ，硬貨を眺め，水の上に腕を伸ばして，手をすっかり開いた。硬貨は僅めき ，水の

中に消えた。［僕は１僕は見て，踵を返すと家路についた 。（…… ）＜７－１２５＞

　　「水の上に腕を伸ばして，手をす っかり開いた」の部分は，後に「拳を開き，それを水の中へ投げ

　た」に，また，「僕は見て」の部分は，後に「彼はすべての人をそれと（２０コペイカ玉と　　松本）

　共に葬ったかのようであ った」に書き換えられている。＜７－１２５＞ラスコーリニコフが自らの意志

　で２０コペイカを捨てたのだということ ，また，この行為によっ て， 彼がすべての人類と絶縁したのだ

　ということをいかに表現するかという点に，作者の苦心はあ ったと言える 。

１６）＜６－５０＞ラスコーリニコフ自身の言葉である 。

１７）『罪と罰』の初期の構想段階において，ラスコーリニコフのファーストネームが「ヴ ァシーリイ

　（Ｂａｃ卿＝肋）」すなわち「ウァーシャ（Ｂａｃ亘）」であ ったということは，その意味で非常に示唆的で

　ある。『弱い心』の中では，アルカーヂイによる呼び掛けの言葉として「ヴ ァーシャ」がくどいほど

　に多用されている。「中篇」として構想されていた段階の創作ノートでは，人事不省に陥 っていたラ

　スコーリニコフ（ヴ ァシーリイ）の世話を焼くラズーミヒンが，ラスコーリニコフに対して，何度も

　この「ヴ ァーシャ」という呼び掛けを繰り返しており ，ラスコーリニコフヘの保護者然とした態度と

　共に，『弱い心』のアルカーヂイを紡佛とさせている。共に夢想の故に身を滅ぼすことになっ た二人

　のヴ ァーシャという観点から，ラスコーリニコフの人物像の原形を『弱い心』のヴ ァーシャに求める

　ことが可能であるならば，登場人物の殆どが熱に浮かされているような『罪と罰』中の現実的な人間

　ラズーミヒンの原形を同じ『弱い心』のアルカーヂイに求めることもまた，可能ではないだろうか 。

（６９６）
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